
 11月2日「キッチン・バスの日」記念 「第11回 台所・お風呂の川柳」の入賞作品 

NEWS RELEASE 

 キッチン・バス工業会（会長：有代 匡 株式会社ＬＩＸＩＬ 副社長執行役員／会員企業80社）では、「第11回 台

所・お風呂の川柳」の入賞作品を決定しましたのでお知らせいたします。 

 当工業会では、11月2日の「キッチン・バスの日」普及のため、2005年より「台所・お風呂の川柳」を募集してお

り、第11回を迎えた本年度は、内閣府、経済産業省、国土交通省から後援をいただき、5月1日から7月15日まで

の募集期間内に、全国より153,819句の応募作品をいただきました。 

 選考は一次選考、二次選考を経て最終選考会にて厳正な審査を行い、決定しました。以下、入賞作品です。 

 入賞作品を含む、第11回優秀作品は当工業会HPでもご覧いただけます。 

 また、第1回から第11回までの優秀作品をまとめた作品集（冊子）も作成し、PRしていきます。  

平成27年10月吉日 
11月2日 

は 
キッチン・バスの日 
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 キッチン・バス大賞 

「キッチンは 季節を学ぶ 母の塾」 
～応募総数 153,819句！～ 

平成２７年は工業会創立５０周年 

11月2日「キッチン・バスの日」記念 
内閣府・経済産業省・国土交通省 後援 

住生活月間協賛事業 

内閣府「家族の日」「家族の週間」賛同事業 

第11回 「台所・お風呂の川柳」入賞作品が決定！ 

賞 入賞作品 ペンネーム 
キッチン・バス大賞 キッチンは 季節を学ぶ 母の塾 カジ 
準キッチン・バス大賞 握ってる 昔君の手 今手すり さごじょう 
家族の日・家族の週間賞 いい匂い うちだといいね お兄ちゃん  金田 
暮らしの安全・省エネ賞 ガス栓と 家計きっちり 締める妻 締め締め 
豊かな住生活賞 「わきましたよ♪」 男の声のが 欲しいわね 古希克己 
三遊亭金遊賞 きゅうとうき（給湯器） 逆から読んでも・・ んー惜しい 目黒 
山遊亭金太郎賞 革命は グリルの中で 起こってる ココット 
神田松鯉賞 捨てるため だけに買われる ごみ袋 吉村 
べターリビング賞 春の野を お浸しにする 母の膳 ふうたん 
住宅リフォーム推進協議会賞 リフォームに 長生きしろと 励まされ はるっぺ 
日本ガス協会賞 帰国して 荷を解くよりも 米をとぐ 磯辺まき 
日本ＬＰガス団体協議会賞 薄味は わたしの愛が 濃い証し 笑司 
日本バルブ工業会賞 気にかける 嫁の機嫌と ガスの栓 ハヤト 
日本琺瑯工業会賞 子を背負い 鍋ふる妻の 力こぶ マム 
日本ガス石油機器工業会賞 孫娘 未来のモデルと 入る風呂 華 
ステンレス協会賞 おかわりで 席立つ母の うれし顔 リョーマ 
日本建材・住宅設備産業協会賞 リフォーム後 父も張り切る 台所 とくさん 
インテリア産業協会賞 「おいしいね」 作った妻が 暗示かけ あまた 
日本繊維板工業会賞 人生は 湯に始まって 湯に終わる 年増のかぐや姫 
リビングアメニティ協会賞 かば焼きが 換気扇まで 元気にし とっちん 

   



この件に関するお問い合わせ先 

キッチン・バス工業会 事務局 高木、田中 

電話03-3436-6453（9時～17時）祝日、土日は除く 

■ キッチン・バスの日とは・・・ 

 平成17年に当工業会が、創立40周年を迎えたことを記念して、「キッチン・バスの日」を制定、期日を11月2日と定めました。国の文化

に思いを致す記念日が11月3日「文化の日」として定められておりますので、その前日の11月2日を「家庭の日」とし、家庭文化のありよう

を家族みんなで考える「キッチン・バスの日」として制定、広く家族の団らん、癒しに少しでも貢献する記念日として普及を図っております。 

 キッチン・バスを英字表記すると頭文字の “K” ”B” がアルファベット順の11番目、2番目であることにも由来しております。 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ 

11番目 
↓ 

2番目 
↓ 

◆日 時：平成27年11月2日（月） 13：30～16：15 

◆場 所：日本工業倶楽部（東京 丸の内） 

◆司 会：講談師 神田 阿久鯉 

◆工業会挨拶：キッチン・バス工業会 会長 有代 匡 

◆経過報告   ：当工業会川柳事業推進委員会 委員長 中山 世一 

◆選者紹介   ：落語家・講談師 三遊亭 金遊師匠、山遊亭 金太郎師匠、神田 松鯉先生 

           （一財）ベターリビング 那珂顧問 

           当工業会 有代 匡会長、大道 正人副会長、白川 勝副会長 

◆表彰・講評  ：有代会長ほか、選者、各協賛団体代表 

◆来賓挨拶  ：内閣府・経済産業省・国土交通省 

◆講 談： 講談師 神田 松鯉先生  

◆後 援：内閣府・経済産業省・国土交通省 

11月2日 表彰式概要（入賞者の方にご出席いただき、表彰式を開催致します） 

■11月2日「キッチン・バスの日」記念 「台所・お風呂の川柳」応募作品数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第11回応募作品の傾向 

・川柳にはつくづく時代を反映した作品が多いと思います。昨年の流行り言葉はすぐに忘れられ、今年の新しい  
 言葉に変わっていきます。今年はドローン、ラッスンゴレライ、などの言葉が多く見られました。 
・また、新しい生活スタイルを表現した句やそれに対する反応なども見られます。例えばロボット掃除機など家庭 
 用品のオートメーション化に対し、五右衛門風呂などの懐かしい言葉が頻繁に出てきます。 
・LINEなどSNSが家庭生活に浸透してきていることも新しい傾向と思われます。 

Copyright © JAPAN ASSOCIATION OF KITCHEN & BATH  2015 2 


